




I 研究計画の概要 一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー 一一一一一 1 
〔分析的問題〕 一一一 一一一 一 一{ー 一ー 一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 7 
(1) 小学校第5学年 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 7 
¥21 中学校第 1学年 一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一 - 1 4 
(3) 中学校第5学年 一 一一一一一一一一一一一ーー 一一 一一一ー 一 1 8 
E 文章読解の基礎的問題一一一一一一一一一一一一一一 一 一 一 一ー ーー ーー - 2 4 
1 語句の意味用ほの恩解 一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一 2 4 
(1) 小五日一 一 一一一一一一一:一一一一一一一一一一一一一一一一一一 2 4 
山小五日一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 2 6 
(3) 中一 回 1 一 一一 一 一一一一一一一一一一 一 一日
(4) 中一回 2 一 一一一一一一一一一一一一一一一 日
間中一回 3 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 日
(6) 中一 回 5一一一一一一 一 一一 一 一一一一一一一・ 30 
(7) 中三 日 4 一一一一 一一一一一 一一一 一_. 3 2 
(8) 中三回 j[1. 2 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 日
間中三回 1. 2 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-- 3 4 
2 文・段落の王型解一一一 一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-3 5 
(1)小五日三 ・一一一一一一 一一 一一一 一 一一一一一一--- :5 5 
(2) 小五日七 一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一 日 :5 8 
(3) 中一日 5一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 4 0 
凶中三日 2 一一一一一一一一一一一一一 一 一一一 4 2 
(付)読解力の伸び 一ー 一一一一 一一一 一ー ーー ーー 一一一ー 一一一一 一一- 4 4 
中一回ー一一一一一一一 マー一 一一一 一一一 一一一一 4 4 






主 ， 名調査問題のねらいや . ïE符~3 ， さらに本県で発表した本県の正答率を概観しておきたい。
(1 )小学校第5学年
大 問 間 正答率
番号 分類・領域等 ね b し、 番号 ね ら し、 全国 本県
① 文脈0)中におけろ文と文との関
係の理解 6 1.3 5 Z 7 
読む‘乙と o文脈の中』とおける語 {孟』 文脈の中における語句の意味，
説明此文 句の怒味，用法の理 用法のifil搾 .3 8.4 3 9.4 
日
宣言の読み 解 @ 段落の;袋点を読み取る力 2 9..3 28.3 
取り o文TZの要点や要旨を ω 文章の中での段落のはた らき を
読み取る能力 理解する力 4 1.0 
。文と文，段落と段溶 ⑤ 文章の要点の理解 4 5.9 4 4.7 
の闘係の理解 @ 文章の要旨の理解 2 7. 2 2 6.7 
① 段落と段落との関係を読み取る
力 4 1.7 3 9.2 
@ 文脈の中における語句の意味の
理解 4 7.7 5 1.3 
読むこと 。文脈の中;とおける語 @ 文言手』ζ密かれている心情を読み
文学作品 句の意味，用法の理! 味わう力 7 2.0 7 1.2 
目
の読み取 解 @ 文章K雷かれている心情や情累
o人物の心情を理解し を読みI味わう力 5λ0 56.6 
鑑賞する能力 ⑪ 文章氏替かれている人物の態度
。情景を理解し鑑賞す や情景を読み味わう力 8玉.9 8 3.5 
る能力 @ 文章に脅かれている心情を読み
味わう力 7 1.8 7 0.4 
⑬ 11 5 8.0 58.9 
⑪ 適切な素初で文章を構成する力 44.0 4 2.2 
o文章を組み立てる能 ⑮ 心情を的確に書き表わす力 8 1.0 8 1.3 
力 ⑬ 文脈の中における語句の用法 7 O.8 1 6 a.8 
大 司 正答率
審号分野・領威等 ね ら し、 番号 ね ら し、 全国 本県
o心情を適切に表現す @ 段落の術成ぞ考えて君子き表わす
巴 普く乙と る能力 ノJ 4 4.7 43.5 
作文 o素材を選択して書く @ 心情を効呆的K書き表わす力 7 1.8 6呪7
能力 @ 表記(I J )の用法 7 6.8 7 5.6 
0乙とばに関する事項 @ ζとばのきまり(文末表現)の
の理解 理解 2 2.8 1 9.1 
@ 当用漢字別表の漢字を読む力 8 8.7 85.9 
@ 11 B 1.6 7 5.7 
読む乙と， 0当用漢字別表の漢字 @ 11 B 0.5 78.6 
ill<ζと の読みと語句の理解 @ 1/ B 7.8 85.3 
回 語句と漢 o当用漢字別表の漢字 @ 11 86.5 8 3.9 
字 の書き取りと語句の @ 当用漢字別表の漢字を書く力 8 3.9 8 0.3 
理解 の 11 6 4. 0 5 9.7 
⑮ 11 60.5 4 7.8 
⑧ 11 4 6.0 3 4.9 
@ 11 7 0.4 6 4.7 
(2)中学校第 1学年
大 問 間 正答率 |
番号 分野・領域等 ね ら L、 ~・母 ね ら L、 全国 本県|
o文脈の中Kおける語 ① 文脈の中における語句の志味や
句の意味や用法を現 用法の理解 4 8.0 4 7. 1 
読むもL 解する能力 @ 段落の妥点を読み取る力 6 8.4 6 5.0 
日 説明ι文 0段落の要点や文章の ① 段落と段洛との闘係を読み取る
主主の読み 権成を説み叡る銘力 力 4 4.0 4 2.9 
取り oことばのきまりの理 @ ことばのきまりの理解(助詞) 6λ0 66.2 
角平 ① 指示する諮句の内容を読み取る
刀 74.9 73.6 
@ 文章。ζ書かれている心情を読み
o文脈の中における語 味わう力 7 3.8 7 4目3
読む乙と 匂の意味や用法を迦 φ 11 8 1.8 8 3. 1 
回 文学作品 解する能力 @ 文脈中の語句の理解と情鼠を読
の理解と o情景や心情を理解す み味わう力 7 7.6 7 8.B 
鑑賞 る能力
o情景や心情を鑑賞す ① 文章lζ脅かれている情景や心情
る能力 を読みl床わう力 8 6.7 8 7. B 
- 2-
大 fI-~ 問 正答率
者5号 分野・領域等 ね ら m'号 ね ら L、 全国 本県
i⑬ 文脈0.)中における語句の意味や
用法の理解 5 9.0 5 9. 2 I 
o文脈の中の語句を適 ⑪ 段?6~適礁に草野き表わす力 5 9.0 5 7.3 I 
書くζと 切に使用する能力 @ 文脈の中の言語句ぞ適切に使用す
囚 作文 o文と文との関係を明 る力 6 8.6 7 2.0 fHirc表現する能力 @ 段落と段落との関係をつなぐ語
。文章や総成する能力 句を使用する力 7 2. 0 7 o. 3
@ 段落を組み立てる力 4 5.9 4 5.71 
⑬ 文章を組み立てる力 5 4.5 52.5 
⑬ 当用漢字別表の漢字を読む力 5 1. 6 4 3.7 
読むζ と. 。当用漢字別表の漢字 。 11 3 5.2 28.6 
書く ζ と の説みと語句の理解 ⑬ 11 6 5. 9 58.9 
回 語句と塁走 ⑬ 11 7 3.1 7 o.7 字 @ 1I 6 2. 2 6 o.4 
@ 当用漢字別表の漢字を書く力 8 0.8 1 7・5.4 
。生l用僕字別表の漢字 @ 11 8 5.5 
の書き取りと語句の @ 11 2 9.3 2 4.0 
理解 @ /1 60.9 5 5. 1 
@ ノ/ 7ヱ5 7 1.3 
聞く ζ と， o会話，説明の要旨を ⑧ 会話の要旨を聞き取る力 9 3目4 9 3. 1 
回 話すこと 聞き取る能力 @ 会話の要点を聞き取る力 9 3.5 9 3.1 会話，説 o会話，説明，伝達の ⑧ // 7 8.4 7 4. 6 
明，伝達 要点を閣き取る能力 @ 説明の要旨や要点を聞き取る力 7 1.9 70.5 
の聞き取り @ 伝達の要点を聞き取る力 5 o. 7 52.9 
(3)中学校第 3学年
大 問 間 正答率
番号 分野・領域等 ね ら し、 審号 ね ら L、 全 国 本県
。論旨の埋f鮮 ① 論旨のすすめ万の理解 4 "i.2 4 1.4 
l日
読むこと 0ととぱDきまりの理解 t主} 乙とばのきまりの理解(接続す
文章の読 o要一点や萱ー旨を読み取 る語句 ) 3 0. 9 2 6.1 
1鮮 る能力 @ 文章の要点を読ル取る力 34.8 3 1.1 
。詩句の意味や用法の @ 文脈の中lとおける語句の意味や
王製解 用法の理解 5 5.9 5 3. 7 
-3-
大 間 間 正答さが
番号 分野・領減等 ね ち し、 番+ラ ね ら L、 全国 本県
一一トーー 一ー一一ー
@ 文章の中の会罰の部分における
読むζと o話題の理解 話題の理解 6 4. 3 6 2.8 
文章の読 o情景や心情を読み味 ⑤ 文章の中陀容かれている心情を
囚 月草 ・鍛賞' わう能力 読み味わう力 5 7. 2 55.3 ① 文京の中 ~Lt!.;:かれている情最を
読み味わう力 5 o. 3 4 8.5 
l o語句の意味や用法の @ 文fiの中における語句の意味や
現解(古典に関する 用法の軍事解 7 2. 9 7 3.2 
文章 ) @ /1 7 4.4 7 4.9 
読むζ と， I 0文や文章を組み立て @ 文宣言を組み立てる力 45.6 4 1.9 
書く乙と る能力
@ 乙とばのきまりの理解(句とう
回 文章の組 0乙とばのきまりの理 点) 5 8. 1 5 7. 6 
み立てと 解
書き表わ o文章の書き表わし万 @ 文章の笹き表わし方の理解 4 0.0 3 9.2 




理解 用法の迎解 1 5守 1 3.0 
@ 1/ 70.6 7 o. 6
書〈乙と
語句と漠 。当用漢字の読みと語 @ 当用漢字を読む力 5 5.0 5 O. 1 
字 句の理解 @ 1/ 5 8. 9 45.4 
@ /1 B 2. 7 78.9 
⑬ /1 1 8.6 20.5 
囚 @ 11 9. 1 6.5 
@ 11 4 3.2 32.0 
@ 11 8 O. 9 7 5.7 
@ /1 4 4.4 3 5. 2 
@ 11 4 O.0 29.4 
@ 1/ 3 3.8 2 7.5 
0当用漢字別表の漢字 @ 当用拠字別表の決字を寄〈力 28.5 2 R. 8 
の書き取りと語句の @ 11 1 4.7 1 o.2 
理解 @ 11 1 5.4 1 2.8 
@ 〆ノ 16.3 1 1.3 
@ 11 3 8.9 3 1.5 
@ 11 5 2. 6 4 6.4 
-4一
大 問 問 正答率 l
番号分野・領域等 ね ら し、 番号 ね ら L、 全国 本県|
@ 当用漢字別表の漢字を書く力 3 8. 8 2 97 
@ // 3 6. 3 2 9. 9 
@ /1 2 7.5 2 0.9 





































































5 $，中学校 1年， 3$， そ;fl~・れ 2 佼 2 :芋初づっ，つま り 各学年 4 学殺ずつについてムたものでめι3
ζれは全国学力調蒼随行後. H.c<， 7月に行たっt-i.のでdうる。 そしてさらK ζの応答調査の結呆，












(1 )小学校第b学年 小 五






































( l の 2) 
本文 (ー 〕令読んでつぎの問いに答えなさし、。それぞれの聞いについて.1， 2， 3，也の中から，
いちばんよいをのを一つだけえらんで，その番号をOでかζみなさい。
一 乙の文章の中のI_---Jの仰と入れる乙とばとしては，つぎのどれがよいですか。
1 たとえば 2 と乙ろ均3



























六 ζの文章で説明しようとしている ζ とをよくあらわす魁をつけたいと思います。つぎのうちか
らえらぷとすれば，どれがよいですか。
じとく




















3 長い旅行をする と， 胃はたちまちからになってりまうという乙と。
4 夜K，.(れば，小鳥たちは，えさをさがす乙とができないという乙と。
五 乙の文章の中の@から@までの部分は，@の部分の説明になっています。
@の部分は， ア(小鳥たちは………いくのであろうか。 ) イ(鳥の目は……ぃ・旅をしているの




⑤の部分( 〉 ①の部分( ①の部分〔 ③の部分(







1 ツバメよガンはそれぞれ住む場所がちがう ζ とを説明するはたらさ
Z 鳥の「渡り」というこ との意味を知らせるはたらき



























































「気持ちのいいと と，ひやひやして， 一ー 一。」
母のはおは，うすべlとをきしたよう Kばてつて. きれいK見えました。













( D の 3) 
本文 〔ニ〕を読んで，つぎの聞いに答え!J:さい。
一、、ノー~ノー
一 乙の文章の中の }とわかに の意味はつぎのどれですか。いちばんよいものを一つだけえらん
(1)-一一ー















2 遠い道を歩きとおしたきょう fごし、のがまん強さと .母の病気がとEおらといでζまっている両
親のようす









ていてを，他人は，I B Iそうはみてくれないかをしれ住い。反対に，白分が，短所と①~ -- -~ ， ，---•••. L一一一J
考えている乙とでも ，他人f;t.長所とみている乙ともあるだろう。わたしは，みんなから，
「すなおだ。 」とか， iのんびりしている。」とかいわれる。 ζれは，いったい長所なのだろ
うか，それとを短所信のだろうか。
f まず，長所であるが，モれは，やはり「す'.1ぉ」というととのようであろ。母を， iわがま
tb~ まをいわない し， 我をとおさずK，人の忠告をよく聞くりとか， iがまん強いと乙ろがある。 J
Lとか.~、ってくれる。
( I c _Iふだん，父や母同からったよう信おぼえはあまり従い。まに，はらのた
①〈つような時でも ，がまんをして，けんかなどをしないよう花心がけている。乙れらの乙とは，
し:長所と して考えていい乙とであろう。
f 仰と，短所であるが，それは. íのろ ま」という乙とだo~畑町このまれた用事などを ， ぐ
ø~ ずぐずしている閲に， 紛がしてしまう乙とがよくある。 ψさらによく考えると，仕事がおそい
lだけでは位さそう仇。実行力が位い乙とを，短所として数えなければなら従いであろう。














B ①の部分の区7ー 」 のと乙ろ吋てはまる ζとばとしては，次のうちで，どれが肢もよ
いでしょうか。
ア 必ず イ いちいち ウ どん信場合も エ 必ずしも
3 @の部分の 1c |のとζろKあてはまる ζとばとしては，次のうちで，どれが最をよ
いでしょ うか。
ア そういえば イ そんf.cときは っ それにして色 エそれκくわえて
4 J亡二コの中の文を，@の部分の〉の(1)，(2)， (3)， (4)の中のど乙かに入れるとすれば，
f乙がよいでしょ うか。
| そのよう伐ときは， i CA.t.，e闘は，はやくなくしたい。」と反省はするが いまだにな
おっていない。
(1) . (2) ム (3) (4) 
























































































































(ff o 2) 
本文 〔二〕を読んで，あとtたは，どういうところ1<:いちばん強〈心をひかれましたか.書きなさい。
























































( 1 の 2) 
本文〔ー〕 を読んで， ex.の聞いに答えなさい。
段落①では，どのように沿をすすめているか。簡潔K呑きなさい。
























































































































、 、 』 ?????、
〔調査の実施要領〕
小五 1 J 1 1 1 1 1 1 n I n I 日目 E 目
のの のの のの のの のの のの のの
1 2 2 3 3 4 4 1 1 2 2 3 3 1
配配 回配 回配 回回 配配 白配 回回 配 回
布布 収布 収布 収収 布布 収河市 収収 オE 収
」ー -vー ー '-y-/ '---y---' 、一一--y-ーノ 、-y----' 一一y___"
1 5分 1 5分 1 0分 1 5分 5分 15分
中一 1 1 1 r 1 I r H U H I I E E 
のの のの のの のの のの のの
1 2 2 3 3 1 1 2 2 3 3 1 
配配 凪配 回回 配配 回配 国間 配 回
布布 収布 収収 布布 収布 収収 布 収
¥ー-y-ー ノ Lー~ \ー 一 ~ '--y----I ¥、ー -ー、r-ー_I
2 0分 1 0分 1 5分 1 0分 1 5分
中三 r 1 I 1 I 1 H n H 1 E E 
のの のの のの のの のの
1 2 2 3. 3 1 1 2 2 1 
配配 回配 回国 配配 回回 配 回
布布 収ホ 収収 布布 収収 布 収
¥、一一『ず一一J 、」ー 、ー，--/ ¥一一ー-v一一一ノ . 、ー すー一__/







(1) 小五 日 一 ① (小学校第5学年，大間己の小間ー，通し番号①を意味する。以下
同じ )
〔応 タd 率〕
乙の文章の巾のl |の中に入れることばとし 全国本県応答調査 Iの 2ー
ては，っき・のどれがよいですか。 1 18.5 1 8.1 
l 1:とえば 2 61.3 57.7 4 呪~7 5呪1
z と乙ろカ5 B 12.7 7.0 
3 あるいは 4 19.1 12.9 
4 つまり 無字害 2.9 
調査対象校の正答率は J 6月の全国学力調査の時は本県平均のそれよりもはるかに低く 50男を割っ
ていたが，ヲ月，分析的問題で，全 く同ーの問題(1の 2ー )を課したと ζろ，その正答率は 10男近
く上昇し，本県正答率を上回り，本県平均と全国平均のほぼ中間に達した。概して同一問題を?月にき果
し?と場合，それがる 月実施のものよ りもTE.答率が上昇することは，他の問題についても同様の傾向が見
られる。おそらく， ろか月前花岡じ問題に接している ζと， 3か月間の自然の学力の伸び，また調査の
受検環境の違い等，いろいろとE姿因が考えられる。ただ，ζの問題では.6月と?日とその応答傾向は
ほぼ似通っており I 3と4の選択肢への応答がそれぞれ6%前後減少しただけである。 いま分析的問題
( Iの2ー )について，平素の国語成績5段階別に各選択肢の応答数金調べてみると次のととくである。
表 1
ぷき l 2 無答 計
5 13 14 
4 2 25 2 8 37 
3 1 5 47 4 1 1 4 81 I 
2 1 1 12 6 
5 5 2 9 
X 






(成綴) 54321 X 




























れる。と ζ ろで2の場合は， 1たとえば，大形のカモ，ガン，コウノ トリ，ハクチョウt，.cどのようとtも
の，またプJの強い告カなどは，Jと呼応した語があるので 1の例と同じ用例と解される。それが，乙の
場合の正しい解釈かと思わおる。しかしとZがら， 1烏が「渡り」を寸る蒋刻はいつごろであろうか。た






















(2) 小五ヨ ー @ 
〔応 タ恥J: 率〕
乙の文煮の中の1)lとわかに の意味I:t，つぎ 全国 本県応答調査 日の 5一
のどれですか。 1 15.6 8.8 
1 わけもなく 2 すっかり z 15.6 7.0 
3 す乙しずつ 4 きゅう K 3 23.1 36.8 
4 47.7 51.3 44.0 47.4 













(わけもなく) かん山r 1) 
しらないうちに 1 ト4I (2.3) 





3 (すこ しずつ)ー ・いす乙 しずつ
だんどん
しTごし、は












無意味・-……一…...・H ・…・・。……-一一一...・.3 1 






















































( 8 1 ) 




てみた。(n ()3ー ) その結果は最初に示した通りである。いま乙の自由記述と選択肢との応答の関
連をみると次のCとくである。(表 2) 表2
沿~手 2 3 4 言十
3 4 
2 4 5 
5 30 5 37 I 
4 5 7 55 67 I 
5 8 81 
ι s 
一一ー 一一ト一一一一一
無意味 4 5 1 1 1 1 31 
1正 タLEE4 2 4 B 1 5 
計 15 12 63 81 171 
(数値は実数)
乙の表で見ると，自由記述(日の 2ー 〉で1，2， 
3， 4の応答者は，それぞれその 75丸 8 0劣，
8 1克， 8 2売が，選択肢(Iの 5ー )でじ 2， 




選んだものは 55人であり，それは全員の 32. 2 % 
に当たる。したがって，自由記述で正答したもの
-27-

































る 7 ( 5) 1 4 
19 13 (10) 37 
21 5 0 (36) 81 
1 4 9 ( 4) 29 
2 2 ? 







以上述べてきたことからほぼ推測できる ζとは， 乙の ifとわかにjという語の意味を確実に知ってい








































識変二 ア イ ウ エ
5 13 2 3 18 
4 22 4 8 35 
、3 43 7 24 8 B2 
2 10 4 12 主 32 
2 2 7 2 14 
X 







(成績) 5 4 3 21 X 



































































ア 59.0 59.2 56.8 64.8 
イ 5.5 2.2 
ウ 4.9 7.7 





















7 20 82 
5 1 4 32 
4 ~ 




(成績) 5 4 3 2 X 

















の自問記述の応答~みると ， その中の 5 7売のものは「あまくみる」という乙とばを正答範囲で答えて
-31-
いる。乙の三つの問題が同ーの悶扇紙(日の 3)の隣り合った問題として出ている ζとを思えば， 1"あ
















σ)中三 IJ4 @) 
〔応答率〕
全国 木県応答調査 Iの 2四
ア 7.6 7.0 

















なお， 応答の傾向~みると，ウ |矛盾」と オ 「間接」 への反応がやや高い。
「矛盾Jという ζ とばは文中で訴しζとばの叙述の中に使われており . 1"ただしかし，耳で聞き，口



































(成績) 54321 X 
( % ) 92.9 92.9 60.5 53.3 29.4 100 





(8) 中三 回 D (古典氏関するもの)
1 @ 
こ二コ花入れる ζとばとして，次のどれがよいか。
ア 泰盛 イ t.rらぶ者 ウ 馬乗り エ 従者 オ 作者
〔応答率〕 ア イ ウエ オ
全国 72.9 
本県 73.2 





ア 乗らえZい イ 乗りたくたかった ウ 乗らなかった
-33ー
lエ乗…る オ乗れt..lかった
〔応答率〕 ア イ ウ コニ オ 無答
全国 74.4 
本県 74.9 




ア描いている イ 染めている ウ咲いている
エ澄んでいる オ燃えている
〔応答率〕 ア イ ウ コこ オ 無答
全国 15.9 
本県 13.0 
応答調査 5.2 40.8 33.7 5.2 13.4 1.7 
z ⑮ 
交章中のに二二!κ入れる乙とばとして，次のどれがよいか。
ァ 浮かんで イ 追われて ウ 沈んで エ 導かれて オ誘われて
〔応答率〕 ア イ ウ ヨニ オ 無答
主国 70目6
本県 70.6 
応答調査 4.1 72.6 4.1 6.4 11. 6 1.2 




紅葉がはt;r_やかな色K染めている。(4 0.8 % ) 
紅葉がはなやかとZ色花咲いている。(3 3.7完)















































































1 2 3 4 無答
34.0 26.9 22.2 14.0 2.9 





5 6 7 1 4 
4 14 ヲ 14 37 
ー 一
3 24 22 30 4 81 
2 5 ? 1 2 4 2守
3 2 5 ? 
X 
計 49 50 59 1 1 2 171 
Iの5四
主語¥1 2 
5 6 5 
4 1 6 1 0 
5 26 21 
2 5 8 
5 2 
X 




























































茸!可解させる乙の問題は ， その正答者{士平素の国語成縞1C比例しており ， ζ うした出婚は， その読1~力を
評価する 4適わしいものと lr- J ている ようだ。
乙の点 きの問題 lの2三 1の5回の場合と比較してみたい。それぞれ正答枝と見伐される 1を選-
釈したものに弐て，その5段階別の百分比をみると次のごとくである。(表 7，表Eを参照)
5 4 ろ 2 X 
2.0 2.0 Iの2三 1( 4 9人) 1 2.2 2 8.6 4 9.0 6.1 
Iの5四 1( 5 8人) 1 0.3 27. 6 4 .8 8.6 8.6 
lの4三(4 3人) 23.334.9 32.6 7.0 0 2.3 
!の4三の正答者が，上位群において，多くを占めており ， 1の 2三や lの3四の正答者が上位群Kお
いて多くない乙とが知られる。










Iの5四 16 14 5 7 





ある。それにしても， 1の 4三の問題において 2b劣の正答率しか得られtrいことは，段落相互の関係
や，文章全体の中でその段迄のもつ意味あいを理解させるという ，段溶の取扱いとしては巌も大切な指
導が，平素1 三かにされている結采ではないかと恩われるのである。
































⑤の部分( @の部分( ) ①の部分( ) ③の部分(
乙の問題に対する応答f.t次の通りであ った。
⑤の部分 @の部分 ①の部分 @の部分
ア 52.6 57.3 4 4.5 1 8.7 
イ 3~7 2~8 4Q9 67.3 
無答 1 1.7 1 2.9 1 4.6 1 4.0 
正答は，@(ア)， @ (ア)， ① (ア)， @ (イ)であるが， アとイと等分IC二つずつ入れたものが多






3と2がかたりの数を示すが，全体で 82人で，他の 89 












は必ずしもそうで従いのである。いま，乙の 12人が， 1 
の 2七と Iの4四でどのような応答をしているか，みると
次の通りである。




3 -一一......."._ 2. 
3 一一一一争 4
4 一一一一一長 3







5 ' ? 4 22 
2 1 1 0 7 
9 150 8 
6 6 5 1司
2 2 2 2 
43 77 26 4 17 1 
(数値は実数)
1 2人中 8人はともに正答しており， 3人は正答からかえって誤答に移り， 1人は誤答から正答になっ
ている。 1の3五において正答しておれば，当然 Iの4四は正答肢3を選ぶはずと恩われるの托そうた



















解する力」 となっており ，正答率もかなり低く ，興味ある問題を含んでいるのだが，内容的に見ると，
bしろ，その段落の意味内容の把握のしかたが中心問題花伝り ，いわば，段落の要旨の把握の問題祉の
で.乙の項での説明を省略する。
(3)中一回 3 @ 
@の部分は，①の部分』ζ対して，どのような
関係にあるか。 I 全国








































そして乙の Iの 5ー， ニの問題のあとで，再度調査問題を行なった。([の3三)。 ζの文章構造の分
析的考祭を通して， 1 の 2 四と l の 3三の開花 ， 正答~の|向上の見られる こ とを期待したのである。
ところが，乙れらの問題の応答率は最初に配した通りで. 1の 2四の問題で既陀6月実施の際より
2 0 %近くも高い正答率を示しており ， 1の 3一二の分析的問題を経過レても， 1の 2四と Iの五三の
間に大き従差の生じf.[い結果になった。











































































( 1の3三 )。その選摂状況そ，ζの Iの5二の選釈と対
応させてみると，表11 R:見る ととし Iの 5二でエを選
択したものが， 1の 5三では多数アを選択しているのであ








しい乙とである ζ とぞあらわしている。 Iの5三の正答率
は最初にかかげたように 36. 9 %であるが， rのることの
関係で見るならば，真の意味での正答者は 17 1人中 27 
人，わずかに 15. B %ということになる。
実はこの分析的問題の作成時においては， 1の3二の問
題をすることによって.cの段落@の文章の構造を理解し，






表 12.表 13 ~C::見るごとし アの選択肢は上位群』とおい









ぷぞミ ウ エ オ 慨答
5 ? 2 3 14 
4 13 2 1 112 28 
ろ 19 16 12 26 8 81 
2 3 4 B 1 1 4 30 
3 5 7 1 17 
X 
言十 45 27 26 60 12 目 1
」 ー
lの5二と三の闘係 表 11 
芸ミそア イ ウ ェlォ髄答 計
ア 27 7 5 45 
イ 8 5 6 3， 5 27 
ウ 5 7 6 26 
コ二 20 8 60 
オ 5 る 12 
無答 1 
計 63]28130124125 1 7 1 
表 12 
ば!こ ア 計
5 1 2 14 
4 1 5 5 4 5 28 
5 1 9 20 17 15 ? 81 
2 ι 5 1 0 2 7 30 
2 2 7 1 I 5 17 
X 
計 55 33 35 23 24 17 1 
表 13 
悩史ミ ア イ ウ エ |オ陣 計
5 1 3 1 4 
一
4 22 2. ヴJ 28 
5 23 17 12 1 8 1 1 81 
2 4 4110 2110 3D 
6 8 1 7 
X 1 
計 63 28 30 24 25 17 1 
一一一一









































1 9.1 8.8 
18.6 15.9 
59.0 57.3 54.1 63.8 
7.7 8.2 
0.5 3.3 









①の部分の |C |のと乙ろにあてはる ζとばと 全国 本県応答調査 1il3 
しては，次のうちで，どれが最もよいでしょ うか。 ア 72.0 70.3 66.1 76.3 
ア そういえば イ 9，3 6.7 
イ そんたときは ウ 14.8 9.9 
ウ それにしても エ 9.8 3.8 
主 それにくわえて 無答 3.3 
4 ⑬ 
仰い !の中の文を，@の部分の〉の(1)，(2)， (応 タ匡コE 率〕
(3)， (4)の中のど乙かK入れるとすれば，ど乙がよいでしょ 全国 本県応答調査 ]J3 
うか。 ア 13.7 6.0 
そのようなときは， 「ζんとE短所は，はやくとZくし イ 45目9 45.7 45.4 48.9 
1~い。 Jと反省はするが， いまだに従おっていない。 ウ 18.0 18.1 
ア。 コニ 20.2 187 




次の ! !の中の文を，乙の作文に書き加えると 〔応 夕ιョ立 率〕
すれば，どこが最もよいでしょうか。 全国本県応答調査 Jll~ 
そζで，わたしは，自分の長所と短所とをあらため ア 54.5 52.5 50.3 60.5 
て考えてみることにした。 イ 15.3 12.6 
ア ①と¥t;の悶 ウ 14.8 12.6 
イ @と@の間 コ二 18.0 12.1 









1 2 3 也 5 
ア イ ウ エ 知答 ア イ つ ヱ 1R~答 つ コニ知搭 ア イ ウ コニ 1[.時答 ア イ ウ ヱ 腕答
ル五 E 20.5 17.0 52.0 7.6 2.9 1ヲ'.9246 14.6 32.7 8.2 54.4 虫421.6 8.2 6.4 15.8 35.6 19.3 19.9 玖426.3 25.1 21.0 27.0 0.6 
中一応答調査 19.1 18.6 54.1 7.7 0.5 8.7 12.0 16.4 62.9 66.1 9.3 14.8 9.8 13.7 45.4 18.0 2.7 50.3 15.3 148 18.0 
トー
中一 日 8.8 15.9 63.8 8.2 3.3 5.5 12.6 8.2 704 3.3 76.3 6.7 9.9 3.8 3.3 6.0 48.9 18.1 18.7 8.2 60.5 12.6 12.6 12.1 2.2 
中三 E 5.3 13.5 7.1 3.5 0.6 5.3 2.9 3.5 186.0 1 2.3 78.31 4.711.1 4.7 1 1.2 4.115担612.9 18.7 4.7 64.8 1.7 82 13.5 
'-
乙の表を見ていると，いろいろえE問題が浮かび上がってくるが，いま，それらぞ整理する余裕をもたないので，乙乙にはそれらKついての考察を
省略する。ただ興味あるー資料として乙乙にかかげ，読者諸君の研究に供したいと思う。
「全国学力調査の結果fζ関する分析的研究」は，大竹大三，若林兵三，沢田勉，片桐安治の 4名をメンバーとする小委貝会によって推進8れた。
乙のメンバーのうち，全体の企画ぞ片桐安治が担当し，大竹大三が国語についての研究令担当した。
(大竹大三
